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研究成果の概要（和文）：言語コミュニケーション能力の発達の解明を通して、国語教育の諸領域ごとの独自性と国語
科以外の教科との連携について、実案的提案ができるように考究した。文学領域では、ヴィゴツキースペースを用いた
汎用性のある読みの内実の解明を図り、国語科独自の領域の特性を見出した。また説明的文章領域では、科学的読み物
（国語教材）と科学報告（自然科学の報告文章）という二種類の文章を用意し、その共通点と相違点について、教員の
アンケート、中学校生徒の読みとりの違い、読むときの意識について調査、実験授業を行い、一定の提案的な知見を得
ることができた。話すこと・聞くこと領域は、グループによる話し合いの生産性意識について調査した。

研究成果の概要（英文）：Through the elucidation of the development of language communication skills, for 
cooperation with subjects other than the uniqueness and language arts for each of the various areas of 
language education, and elaboration so that it can be a real draft proposals. In the literature area, we 
aim to clarify the low-down of reading that is versatile with Vygotsky space, and found the 
characteristics of the language arts own area. In the explanatory text area, scientific reading material 
(language teaching materials) and the scientific report prepared two types of sentence (Nature report 
sentence of science), about the similarities and differences, of the faculty questionnaire, of junior 
high school students read the the difference, investigate the awareness of when you read, do the 
experiment lesson, it was possible to obtain a constant of the proposed findings. In the region that 
listening, speaking, was conducted a survey on awareness of the productivity of the discussion by the 
group.

研究分野： 国語科教育

キーワード： 言語コミュニケーション　文学作品教材　説明的文章教材　教科間連携　教師アンケート　実験授業
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１．研究開始当初の背景 
 国語科教育改善のために必要な言語コミ
ュニケーション能力の発達をふまえた、他教
科との連携、及び実践現場に対する実案的な
研究が乏しい背景があった。この研究課題に
取り組むことで国語科教育が他教科との連
携、そして実践現場との新たな有機的関係を
構築できると見込まれた。 
 
２．研究の目的 
 国語科教育の主要領域、及び喫緊の課題を
中心に領域班を組織し、研究に取り組み、他
教科との連携が行われる可能性、実践的な提
案、及び実践現場に実案として提示できるよ
うな単元、教材、授業計画案を提示すること
を研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 各領域班において、基礎理論を構築した上
で、それを実践理論化し、さらに教材開発、
実験授業の実施へと進めることとした。 
 文学教材班は、国語科独自の領域としての
特性をふまえて、基礎理論を立てて、文学の
学習が本格化する中学校段階の実験授業を
行うこととした。 
 説明的文章班は、他教科との連携を視野に
入れ、説明的文章学習が他教科で活用される
ために必要な要素を確保するための胎教し
アンケート、インタビューを行い、実態を把
握することとした。さらに自然科学の研究者
の監修を得ながら、説明的文章教材の開発を
行い、実験授業を実施し、検証することとし
た。話すこと･聞くこと班は、他教科学習に
活きる話す･聞く学力、及び学力向上のため
の実験授業を実施し、検証することとした。 
 
４．研究成果 
 文学教材班では、基礎理論としてヴィゴツ
キースペース理論を求め、それを基に授業理
論を立案していき、最終的に中学校文学教材
を用いた実験授業を実施し、その検証を行い、
大きな成果を得ることができた。 
 説明的文章教材班は、基礎理論としてＱＡ
Ｃモデルを基に教材の問題解決様式を追求
し、一定の実効性が期待できる成果を得た。
また、対教師アンケート、インタビューを実
施、分析し、読み物として価値が高い文体（レ
トリカルな文体）に関心があること、他教科
学習への汎用性の見通しが乏しいことを把
握した。その上で、科学レポート的な文体の
説明的文章教材を作成し、レトリカルな文体
を用いた学習との比較を行った。その際、自
然科学者の監修を得て、科学性を担保した科
学レポート的教材を作成した。実験授業は中
学校で実施し、両方のタイプの教材への反応
の違いを把握することができた。 
 話すこと・聞くこと班では、グループ学習
におけるコミュニケーションのあり方に取
り組み、そこで働き論理的思考力の実態を把
握することができた。 
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